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1. はじめに 
1 入力多出力のアレイ光導波路型光スイッ

チにおいて、各アレイ光導波路への光パワー分

配比を適切に設定することにより、光スイッチ

のクロストークを低減できることを示してき

た 1-2)。これまで、出力スラブ光導波路の出力

端における光分布を計算することでクロスト

ークを評価してきたが、本発表では、簡易な方

法により、各出力光導波路に結合される光パワ

ーを計算できる 3)ことを報告する。 
 
2. 計算方法 

アレイ光導波路型光スイッチでは、図 1 に示

すように、入力光導波路より入力された光が入

力スラブ光導波路で各アレイ光導波路に分配

される。このとき、入力光導波路と 𝑖  番目の

アレイ光導波路との光電界振幅結合率を 𝛼 ,  
とする。 

 
Fig. 1. Configuration of optical switch. 

各アレイ光導波路を伝搬した光は、出力スラ

ブ光導波路で合波され、多重干渉により互いに

強め合う位置の出力光導波路に結像される。こ

のとき、角度 𝜃 の位置にある出力光導波路に

結合する光の振幅は、光の相反性を考慮すると、

𝑖  番目のアレイ光導波路と 𝜃 0  の位置の出

力光導波路との光電界振幅結合率を 𝛼 ,   と
して 

𝑝 𝜃 𝑢 𝜃 𝛼 , 𝛼 , 𝑒  

により計算できる。ここで、𝑀 2𝑚 1 はア

レイ光導波路の本数（奇数とする）であり、 

𝛿
2𝜋𝑛𝑖𝑑 sin 𝜃

𝜆
 

は 𝑖  番目のアレイ光導波路の位相差である。

ただし、𝑛 は屈折率、𝑑 はアレイ光導波路の間

隔、𝜆 は波長である。また、𝑢 𝜃  は出力スラ

ブ光導波路における回折効率であり、 

𝛽
𝜋𝑛𝑏 sin 𝜃

𝜆
 

として 

𝑢 𝜃
sin 𝛽
𝛽

 

で表される。ただし、𝑏 はアレイ光導波路の幅

である。 
各アレイ光導波路に備えた位相シフタで線

形な位相差を与えることにより、出力スラブ光

導波路内の波面を偏向させ、出力光導波路を選

択することができる。与えた位相差が 0 の場合

には、光は 𝜃 0  の位置の出力光導波路に結

合し、その光パワーは 

|𝑝 0 | 𝛼 , 𝛼 ,  

となる。ここで、𝛼 ,  と 𝛼 ,  がともに 

𝛼 , 𝛼 , 1 

と規格化されているとすると、|𝑝 0 |  が最大

になるのは 𝛼 , 𝛼 , 𝛼   のときである。 
 
3. まとめ 

アレイ光導波路型光スイッチにおいて、簡易

な計算方法により、各出力光導波路へのクロス

トークを評価できることを示した。 
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